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 令和元年度第２回化学物質の内分泌かく乱作用に関する検討会 
20.02.27. 

 参考資料 ３－２  

 
 

4-t-オクチルフェノールを対象としてこれまでに実施した第１段階生物試験

結果及び化学物質の内分泌かく乱作用に関連する報告の信頼性評価結果 
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EXTEND2010 に基づく平成 27 年度第 1 回化学物質の内分泌かく乱作用に関する検討会 

15.09.08. 

 参考資料 ２－５  

 

平成 26 年度第 1段階生物試験の実施結果について（抜粋） 

 

１．平成 26 年度に実施した試験結果について 
試験管内試験の結果等から第１段階生物試験を実施する優先順位が高いと考えられ

た３物質（4-ノニルフェノール(分岐型)、4-t-オクチルフェノール及び 4-ヒドロキシ安息

香酸メチル）について、メダカを用いた魚類短期繁殖試験(修正 TG229)を実施した（試

験法の概要についてはｐ３参照）。 
 

（２）4-t-オクチルフェノールの試験結果 
25.3、82.3、250μg/L(実測値)のばく露濃度で試験を行ったところ、受精率、総産卵数、

受精卵数、二次性徴、生殖腺体指数、肝臓体指数、雌の肝臓中ビテロゲニン濃度に統計学

的に有意な変化は認められなかった。 
雄の肝臓中ビテロゲニン濃度は、ばく露濃度の上昇と共に増加し、82.3μg/L 以上のば

く露群において、統計学的に有意な高値が認められた。 

 
 
２．試験結果のまとめ 

 
（２）4-t-オクチルフェノール 
今回の試験結果からは、メダカに対する有害性を示すことは示唆されなかった。 
4-t-オクチルフェノールについては既存知見からエストロゲン作用を持つことが想定さ

れた。今回の試験結果において、死亡が認められない濃度範囲において、エストロゲン作

用を示す雄の肝臓中ビテロゲニン濃度の高値が認められ、エストロゲン作用を持つことが

確認された。 
 なお、今回の最高ばく露濃度 250μg/L は、平成 24 年度に実施された化学物質環境実態

調査において検出された最高値 0.031μg/L の約 8,060 倍であった。 
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（参考） 

メダカを用いた魚類短期繁殖試験法 

 
魚類短期繁殖試験（OECD TG229）は、成熟したメダカを雌雄混合で試験対象物質に

21 日間ばく露し、ばく露期間中の産卵状況並びにばく露終了時の生存個体の肝臓中ビテロ

ゲニン濃度及び二次性徴を調べる試験法である。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

馴化 試験物質による暴露（日）

6 5 6 4 3 2 1 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

産卵状態の確認
産卵数（受精卵数、未受精卵数）の計数

死亡・一般症状

↑ ↑
暴露開始 暴露終了（暴露個体の測定・分析）

・全長、体重

エンドポイント ・肝臓、生殖腺重量（HSI、GSI）

 ・産卵状態（産卵数、受精率、受精卵数） ・肝臓中ビテロジェニン濃度
 ・肝臓中ビテロジェニン濃度 ・二次性徴（尻鰭乳頭状突起）
 ・二次性徴
 ・生殖腺組織（オプション：実施せず）
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第１段階生物試験結果(TG229) 

 
 

4-ｔ-オクチルフェノール 
実施機関：いであ株式会社 

 
表 3-A   試験結果 

平均濃度実測値 
(μg/L) 

試験個体数 死亡率 (%) 全長(mm) 体重(mg) 

雄 雌 雄 雌 雄 雌 雄 雌 
対照区 12 12 0 0 38.1±1.2 36.5±0.5 664±73 578±29 

25.3 12 12 0 0 37.0±0.9 37.8±0.5 608±31 625±55
82.3 12 12 8.3 0 37.9±0.6 37.0±0.2 630±44 599±16
250 12 12 0 0 37.4±0.4 36.7±0.5 626±21 605±10

 
表 3-B    試験結果(続き) 

平均濃度実測値 
(μg/L) 

総産卵数 
(eggs/female/day) 

受精卵数 
(eggs/female/day)

受精率 
 (%) 

生殖腺体指数 (%) 

雄 雌 
対照区 24.8±4.8 23.3±5.2 93.8±3.9 0.92±0.33 10.3±1.5 

25.3 26.3±3.2 24.1±3.5 91.4±5.1 0.83±0.11 11.4±1.6
82.3 26.5±1.3 24.4±1.5 91.9±2.1 0.81±0.08 10.7±0.39
250 23.3±2.6 20.7±2.6 88.5±3.3 0.81±0.08 11.1±2.0

 
表 3-C    試験結果(続き) 

平均濃度実測値 
(μg/L) 

肝臓体指数 (%) ビテロゲニン濃度 (ng/mg liver) 二次性徴 
雄 雌 雄 雌 雄 雌 

対照区 2.6±0.50 4.2±0.63 1.6±0.8 3,740±699 104±3.45 0±0 
25.3 2.1±0.16 4.6±0.82 3.2±2.2 3,710±617  99±4.06 0±0
82.3 2.6±0.10 4.1±0.58  5.6±1.9 * 4,380±1,350 105±7.67 0±0
250 2.9±0.28 4.5±0.29  11,400±3,040 * 5,290±2,030  98±8.51 0±0

 
表 3-D    試験結果(続き) 

平均濃度実測値 
(μg/L) 

その他の所見 

対照区 特になし 
25.3 特になし 
82.3 特になし 
250 特になし 

 
結果は平均値標準偏差. 
有意差水準 ( *p<0.05). 
ND は未検出 (< 1 ng/mg liver). 
(-)は、未測定 
二次性徴：乳頭状突起を有する節板数 
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EXTEND2010 に基づく平成 27 年度第 1 回化学物質の内分泌かく乱作用に関する検討会 
15.09.08 

 参考資料 ２－１  
 
 

化学物質の内分泌かく乱作用に関連する報告の信頼性評価について（抜粋） 
 
ⅩⅢ．4-tert-オクチルフェノール 
 
１．内分泌かく乱作用に関連する報告 

4-tert-オクチルフェノール（該当する物質名に下線を付した。）の内分泌かく乱作用に関連

する報告として、生態影響(魚類)、生態影響(両生類)、生態影響(甲殻類)、生態影響(軟体動物等)、
アンドロゲン作用、抗アンドロゲン作用、甲状腺ホルモン作用、抗甲状腺ホルモン作用、ステ

ロイド産生への影響、免疫系への影響、副腎皮質細胞への影響及び線維芽細胞への影響の有無

に関する報告がある。なお、健康影響、試験管内試験(エストロゲン作用を対象としたことが明

確に判断された報告)及び疫学的調査に関する報告については、記載していない。 
なお、4-オクチルフェノールとの記載では、4-tert-オクチルフェノールと 4-n-オクチルフェ

ノールとの区別がつかない。 
なお、本物質の主な用途は、油溶性フェノール樹脂、界面活性剤の原料である。 
本物質は、平成 24 年度化学物質環境実態調査の水質調査において検出されている。 

 
(１)生態影響(魚類) 

○試験対象物質として選定する根拠として認められる報告 

③Huang と Wang (2001)によって 4-tert-オクチルフェノール４、16、40、64、256μg/L の

濃度(設定濃度)に 42 日間ばく露した幼若雄コイ(Cyprinus carpio)への影響が検討されて

いる。その結果として、４μg/L 以上のばく露区で血漿中ビテロゲニン濃度の高値が認め

られた。 
この報告については、「報告結果(Results)を検証するために必要である『材料と方法

(Materials and Methods)』に関する記載の有無及びその評価」においては、被験物質の

純度及び試験方法(ばく露方法、注射手法)の詳細な記載がないことから、一部記載が不十

分であると評価された。「内分泌かく乱作用との関連の有無」においては、血漿中ビテロ

ゲニン濃度の高値が認められたことから、内分泌かく乱作用との関連性が認められると評

価された。「内分泌かく乱作用に関する試験対象物質として選定する根拠としての評価」

においては、試験対象物質として選定する根拠として認められると評価された。 
想定されるメカニズム：エストロゲン様作用 

⑦Seki ら(2003)によって 4-tert-オクチルフェノール 6.94±13.0、11.4±11.7、23.7±6.5、
48.1±6.6、94.0±6.0μg/L の濃度(測定濃度)に孵化 12 時間未満齢から 60 日間ばく露したメ

ダカ(Oryzias latipes)への影響が検討されている。その結果として、11.4μg/L 以上のばく

露区で雄肝臓中ビテロゲン濃度の高値、間性の出現、23.7μg/L のばく露区で累積死亡率、

体長、体重の高値、48.1μg/L のばく露区で雄性比(第二次性徴及び組織学的検査による)の
低値、雌肝臓中ビテロゲン濃度の高値が認められた。 

この報告については、「報告結果(Results)を検証するために必要である『材料と方法

(Materials and Methods)』に関する記載の有無及びその評価」においては、十分に記載

されていると評価された。「内分泌かく乱作用との関連の有無」においては、雄肝臓中ビ

テロゲン濃度の高値、間性の出現が認められたことから、内分泌かく乱作用との関連性が

認められると評価された。「内分泌かく乱作用に関する試験対象物質として選定する根拠

としての評価」においては、試験対象物質として選定する根拠として認められると評価さ

れた。 
想定されるメカニズム：エストロゲン様作用 

⑧Li ら(2012) によって 4-tert-オクチルフェノール５、15、50、150、500μg/L の濃度(設
定濃度)に 15 日間ばく露した幼若キンギョ(Carassius auratus)への影響が検討されてい

る。その結果として、15μg/L 以上のばく露区で雄血漿中ビテロゲン濃度の高値が認めら

れた。 
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この報告については、「報告結果(Results)を検証するために必要である『材料と方法

(Materials and Methods)』に関する記載の有無及びその評価」においては、被験物質の

純度の記載がないことから、一部記載が不十分であると評価された。「内分泌かく乱作用

との関連の有無」においては、雄血漿中ビテロゲン濃度の高値が認められたことから、内

分泌かく乱作用との関連性が認められると評価された。「内分泌かく乱作用に関する試験

対象物質として選定する根拠としての評価」においては、試験対象物質として選定する根

拠として認められると評価された。 
想定されるメカニズム：エストロゲン様作用 

⑨Gronen ら(1999)によって 4-tert-オクチルフェノール 20.0±12.6、40.7±10.0、73.9±17.0、
229.5±8.5μg/L の濃度(測定濃度)に約６ヶ月齢齢から 21 日間ばく露した雄メダカ(Oryzias 
latipes)への影響が検討されている。その結果として、20.0μg/L 以上のばく露区で日毎産

卵数の低値、胚発達異常発生数の高値が認められた。また、受精率、胚生存率に濃度依存

的な低値傾向、血漿中ビテロゲニン濃度に濃度依存的な高値傾向が認められた。 
この報告については、「報告結果(Results)を検証するために必要である『材料と方法

(Materials and Methods)』に関する記載の有無及びその評価」においては、十分に記載

されていると評価された。「内分泌かく乱作用との関連の有無」においては、血漿中ビテ

ロゲニン濃度に濃度依存的な高値傾向が認められたが認められたことから、内分泌かく乱

作用との関連性が認められると評価された。「内分泌かく乱作用に関する試験対象物質と

して選定する根拠としての評価」においては、試験対象物質として選定する根拠として認

められると評価された。 
想定されるメカニズム：エストロゲン様作用 

⑭van den Belt ら(2003)によって 4-tert-オクチルフェノール 12.5、25、30、50、100μg/L
の濃度(設定濃度)に３週間ばく露した幼若ニジマス(Oncorhynchus mykiss)への影響が検

討されている。その結果として、30μg/L のばく露区で血漿中ビテロゲニン濃度の高値が

認められた。 
また、4-tert-オクチルフェノール 20、100、500μg/L の濃度(設定濃度)に３週間ばく露

した成熟雄ゼブラフィッシュ(D. rerio)への影響が検討されているが、血漿中ビテロゲニン

濃度には影響が認められなかった。 
この報告については、「報告結果(Results)を検証するために必要である『材料と方法

(Materials and Methods)』に関する記載の有無及びその評価」においては、試験動物の

入手先の記載がないことから、一部記載が不十分であると評価された。「内分泌かく乱作

用との関連の有無」においては、血漿中ビテロゲニン濃度の高値が認められたことから、

内分泌かく乱作用との関連性が認められると評価された。「内分泌かく乱作用に関する試

験対象物質として選定する根拠としての評価」においては、試験対象物質として選定する

根拠として認められると評価された。 
想定されるメカニズム：エストロゲン様作用 

⑮Nozaka ら(2004)によって 4-tert-オクチルフェノール 12.7±0.6、27.8±0.8、64.1±7.7、
129±4.6、296±16.5μg/L の濃度(測定濃度)に約３ヶ月齢から 21 日間ばく露した雄メダカ

(Oryzias latipes)への影響が検討されている。その結果として、64.1μg/L 以上のばく露区

で肝臓中ビテロゲニン濃度の高値が認められた。 
また、4-tert-オクチルフェノール 12.7±0.6、27.8±0.8、64.1±7.7、129±4.6、296±16.5μg/L

の濃度(測定濃度)に約３ヶ月齢から 21 日間ばく露した雌メダカ(O. latipes)への影響が検

討されている。その結果として、296μg/L のばく露区で肝臓中ビテロゲニン濃度の高値が

認められた。 
この報告については、「報告結果(Results)を検証するために必要である『材料と方法

(Materials and Methods)』に関する記載の有無及びその評価」においては、十分に記載

されていると評価された。「内分泌かく乱作用との関連の有無」においては、肝臓中ビテ

ロゲニン濃度の高値が認められたことから、内分泌かく乱作用との関連性が認められると

評価された。「内分泌かく乱作用に関する試験対象物質として選定する根拠としての評

価」においては、試験対象物質として選定する根拠として認められると評価された。 
想定されるメカニズム：エストロゲン様作用 

 

○内分泌かく乱作用との関連性が不明であるため、評価ができない報告 
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⑥Gray ら(1999)によって 4-tert-オクチルフェノール 10、25、50、100μg/L の濃度(設定濃

度)に１日齢から６ヶ月間ばく露したメダカ(Oryzias latipes)への影響が検討されている。

その結果として、10、50、100μg/L のばく露区でばく露雄と非ばく露雌によいる産卵の受

精率の低値、10、25、100μg/L のばく露区でばく露雌雄による産卵の受精率の低値、25μg/L
以上のばく露区で旋回遊泳行動回数、繁殖成功率(相対受精卵数)の低値、50μg/L 以上のば

く露区で接近行動回数、交尾行動回数の低値が認められた。 
この報告については、「報告結果(Results)を検証するために必要である『材料と方法

(Materials and Methods)』に関する記載の有無及びその評価」においては、試験方法(飼
育条件等)の詳細な記載がないことから、一部記載が不十分であると評価された。内分泌

かく乱作用との関連の有無」においては、受精率、旋回遊泳行動回数、繁殖成功率、接近

行動回数、交尾行動回数の低値が認められたが、一般的な毒性と区別がつかないことから、

内分泌かく乱作用との関連性は不明と評価された。「内分泌かく乱作用に関する試験対象

物質として選定する根拠としての評価」においては、内分泌かく乱作用との関連性が不明

であるため、評価ができないとされた。 
想定されるメカニズム：一般的な毒性と区別がつかない 

 
○試験対象物質として選定する根拠として認められない報告 
⑤Scholz と Gutzeit (2001)によって 4-tert-オクチルフェノール 10、100μg/L の濃度(設定濃

度)に孵化直後から２ヶ月間ばく露したメダカ(Oryzias latipes)への影響が検討されてい

る。その結果として、10μg/L のばく露区で雌の生殖腺体指数の低値、100μg/L のばく露

区で雄精巣中アロマターゼ mRNA の発現が認められた。 
この報告については、「報告結果(Results)を検証するために必要である『材料と方法

(Materials and Methods)』に関する記載の有無及びその評価」においては、試験方法(ば
く露方法等)の詳細な記載がないことから、一部記載が不十分であると評価された。「内分

泌かく乱作用との関連の有無」においては、生殖腺体指数の低値、1 雄精巣中アロマター

ゼ mRNA の発現が認められたが、濃度依存性がなく、内分泌かく乱作用との関連性は認

められないと評価された。「内分泌かく乱作用に関する試験対象物質として選定する根拠

としての評価」においては、試験対象物質として選定する根拠として認められないと評価

された。  
 

※参考 生態影響(魚類)(今回評価対象としなかった文献) 
①Ashfield ら(1998)によって 4-tert-オクチルフェノール１、10、50μg/L の濃度(設定濃度)

に０日齢から 22 日間ばく露した XX 型雌ニジマス(Oncorhynchus mykiss)への影響(ばく

露後、更に非ばく露で最長 86 日間飼育)が検討されている。その結果として、１μg/L 以上

のばく露区で体重(108 日齢)の低値が認められた。 
また、4-tert-オクチルフェノール１、10、30μg/L の濃度(設定濃度)に０日齢から 35 日

間ばく露した XX 型雌ニジマス(O. mykiss)への影響(ばく露後、更に非ばく露で最長 431
日間飼育)が検討されている。その結果として、１μg/L のばく露区で体重(300、466 日齢)
の低値、10μg/L のばく露区で体重(150 日齢)、体長(150 日齢)の低値が認められた。なお、

生殖腺体指数(466 日齢)には影響が認められなかった。 
②Knorr と Braunbeck (2002)によって 4-オクチルフェノール(Sigma-Aldrich、CAS#記載な

し)２、20、50μg/L の濃度(設定濃度)に受精２～４時間後(２及び４割球期)から孵化７日後

までばく露したメダカ(Oryzias latipes)への影響が検討されている。その結果として、２

μg/L 以上のばく露区で累積死亡率の高値が認められた。 
また、4-オクチルフェノール(Sigma-Aldrich、CAS#記載なし)2、20、50μg/L の濃度(設

定濃度)に孵化７日後(上記孵化稚魚)から 14 週齢までばく露したメダカ(O. latipes)への影

響(12～13 週間齢にて３日間連続生殖試験)が検討されている。その結果として、２μg/L
以上のばく露区で雄性比の低値、精巣卵の出現、50μg/L のばく露区で雄及び雌体重、雄

及び雌体長の低値が認められた。なお、受精率、日毎産卵数には影響は認められなかった。 
④Rasmussen ら(2005)によって 4-tert-オクチルフェノール 9±0.5、35±1.4、63±3.0μg/L の

濃度(測定濃度)にに３週間(精子産生期に相当する春季)ばく露したゲンゲ科の一種

(Zoarces viviparus)成熟雄への影響が検討されている。その結果として、９μg/L 以上のば

く露区で精巣中 γ-グルタミルトランスペプチダーゼ活性の低値、組織病理学的検査におけ
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る精巣影響の重篤度の高値、35μg/L 以上のばく露区で生殖腺体指数の低値、血漿中ビテ

ロゲニン濃度の高値、65μg/L のばく露区で肝臓体指数、精巣中蛋白質濃度の高値認めら

れた。 
⑩Andreassen ら(2005)によって 4-tert-オクチルフェノール 25μg/L の濃度(設定濃度)に 168
時間ばく露したゲンゲ科の一種(Zoarces viviparus)雄への影響が検討されている。その結

果として、血漿中ビテロゲニン濃度、肝臓中エストロゲン受容体 α mRNA 相対発現量、

肝臓中ビテロゲニン受容体発現量の高値が認められた。 
⑪van den Belt ら(2001)によって 4-tert-オクチルフェノール 12.5、25、50、100μg/L の濃

度(設定濃度)に３週間ばく露したゼブラフィッシュ(Danio rerio)への影響(ばく露期間最

後の５日間は雌雄隔離し雌に自然産卵)が検討されている。その結果として、25μg/L 以上

のばく露区で非産卵雌生殖腺体指数の低値が認められた。なお、雄及び雌の累積死亡率、

雄及び雌の血漿中ビテロゲニン濃度、雌産卵率、雄受精率には影響が認められなかった。 
⑫Robinsonら(2004)によって 4-tert-オクチルフェノール 4±5、3±2、20±5、31±6、101±47μg/L
の濃度(測定濃度)に 28 日間ばく露したハゼ科の一種サンドゴビー(Pomatoschistus 
minutus)未成熟雌雄への影響が検討されている。その結果として、31μg/L 以上のばく露

区で雄肝臓中ビテロゲニン濃度の高値が認められた。 
また、4-tert-オクチルフェノール７、28、119μg/L の濃度(測定濃度中央値)に最長 6 ヶ

月間ばく露したハゼ科の一種サンドゴビー(P. minutus)未成熟雌雄への影響が検討されて

いる。その結果として、28μg/L 以上のばく露区で累積死亡率の高値、28μg/L のばく露区

で雄肝臓中ビテロゲニン mRNA 相対発現量(ばく露開始から 46、80、159 日後)、雌肝臓

中ビテロゲニン mRNA 相対発現量(ばく露開始から 24、80、159 日後)、雄精管腺(sperm 
duct gland)体指数(ばく露開始から 46、80 日後)、雄婚姻色スコア(ばく露開始から 80、
137 日後)の低値が認められた。 

⑬Segner ら(2003)によって 4-tert-オクチルフェノール 1.2、3.7、11.9、38μg/L の濃度(設定

濃度)に受精卵から 75 日齢までばく露したゼブラフィッシュ(Danio rerio)への影響(75～
78 日齢で交配試験)が検討されている。その結果として、EC50値 0.136μM(=28.0μg/L)の
濃度で受精率の低値が認められた。 

⑯Toft と Baatrup (2003)によって 4-tert-オクチルフェノール１、10、100、200μg/L の濃度

(設定濃度)に約６日齢から 90 日間ばく露したグッピー(Poecilia reticulata)への影響が検

討されている。その結果として、100μg/L のばく露区で雌生殖腺体指数の低値、雄性行動

試験における posturing 行動頻度、雄交尾びれ長、雄精巣中精子数の高値、200μg/L のば

く露区で雄婚姻色係数の低値、雄体長の高値が認められた。 
⑰Toft と Baatrup (2001)によって 4-tert-オクチルフェノール 100、300、900μg/L の濃度(設

定濃度)に30日間ばく露した成熟雄グッピー(Poecilia reticulata)への影響が検討されてい

る。その結果として、100μg/L 以上のばく露区で生殖腺体指数の低値、100、300μg/L の

ばく露区で放出精子数の高値、300μg/L 以上のばく露区で体色係数(オレンジ斑点模様が

体表に占める面積率)の低値が認められた。 
また、4-tert-オクチルフェノール 100、300μg/L の濃度(設定濃度)に 60 日間ばく露した

成熟雄グッピー(P. reticulata)への影響が検討されている。その結果として、300μg/L のば

く露区で体色係数(オレンジ斑点模様が体表に占める面積率)の低値、放出精子数の高値が

認められた。 
⑱Bayley ら(1999)によって 4-tert-オクチルフェノール 150μg/L の濃度(設定濃度)に４週間

ばく露した成熟雄グッピー(Poecilia reticulata)への影響(ばく露後、更に非ばく露で 10 日

間飼育)が検討されている。その結果として、性行動(sigmoid displays)持続時間の低値が

認められた。 
⑲Senthil Kumaran ら(2011)によって 4-tert-オクチルフェノール 250、500、750、1,000μg/L

の濃度(設定濃度)に７日間ばく露したヒレナマズ科の一種アフリカンクララ(Clarias 
gariepinus)成熟個体への影響が検討されている。その結果として、250μg/L 以上のばく露

区で血漿中コルチゾール濃度の高値が認められた。 
⑳Rhee ら(2009)によって 4-tert-オクチルフェノール 300μg/L の濃度(設定濃度)に受精２日

後から 24 時間ばく露したカダヤシ目の一種(Kryptolebias marmoratus)への影響が検討

されている。その結果として、全身中コリオゲニン H mRNA 相対発現量、全身中コリオ

ゲニン LmRNA 相対発現量の高値が認められた。 
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また、4-tert-オクチルフェノール 300μg/L の濃度(設定濃度)に 96 時間ばく露したカダ

ヤシ目の一種(K. marmoratus)成熟雌雄同体個体への影響が検討されている。その結果と

して、肝臓中コリオゲニン H mRNA 相対発現量、肝臓中コリオゲニン L mRNA 相対発現

量の高値が認められた。 
また、4-tert-オクチルフェノール 300μg/L の濃度(設定濃度)に 96 時間ばく露したカダ

ヤシ目の一種(K. marmoratus)成熟二次雄への影響が検討されている。その結果として、

肝臓中コリオゲニン H mRNA 相対発現量、肝臓中コリオゲニン L mRNA 相対発現量の高

値が認められた。 
㉑Yu ら(2008)によって 4-tert-オクチルフェノール 300μg/L の濃度(設定濃度)に 24 時間ばく

露したカダヤシ目の一種(Kryptolebias marmoratus)成熟雌雄同体個体への影響が検討さ

れている。その結果として、精巣中グルタチオン S-トランスフェラーゼ-Mu mRNA 相対

発現量の高値が認められた。 
また、4-tert-オクチルフェノール 300μg/L の濃度(設定濃度)に 24 時間ばく露したカダ

ヤシ目の一種(K. marmoratus)成熟二次雄への影響が検討されている。その結果として、

精巣中グルタチオン S-トランスフェラーゼ-Mu mRNA 相対発現量の高値が認められた。 
㉒Rheeら(2008)によって 4-tert-オクチルフェノール 300μg/Lの濃度(設定濃度)に 96時間ば

く露したカダヤシ目の一種(Kryptolebias marmoratus)成熟雌雄同体個体への影響が検討

されている。その結果として、性腺刺激ホルモン放出ホルモン受容体mRNA相対発現量(脳
下垂体、精巣及び腸管中)の高値が認められた。 
また、4-tert-オクチルフェノール 300μg/L の濃度(設定濃度)に 96 時間ばく露したカダ

ヤシ目の一種(K. marmoratus)成熟二次雄への影響が検討されている。その結果として、

性腺刺激ホルモン放出ホルモン受容体 mRNA 相対発現量(脳下垂体、精巣、腸管及び肝臓

中)の高値が認められた。 
㉓Lee ら(2006)によって 4-tert-オクチルフェノール 300μg/L の濃度(設定濃度)に 96 時間ば

く露したカダヤシ目の一種(Kryptolebias marmoratus)成熟雌雄同体個体への影響が検討

されている。その結果として、脳中 cyp19b mRNA相対発現量、肝臓中ビテロゲニンmRNA
相対発現量の高値が認められた。 

㉔Gray と Metcalfe (1999)によって 4-tert-オクチルフェノール 50、100、250、500、750、
1,000μg/Lの濃度(設定濃度)に受精２～３時間後から遊泳開始まで17日間ばく露したメダ

カ(Oryzias latipes)への影響が検討されている。その結果として、500μg/L 以上のばく露

区で孵化終了までの生存率の低値が認められた。 
 

(２)生態影響(両生類) 
○試験対象物質として選定する根拠として認められる報告 
①Mayer ら(2003)によって 4-tert-オクチルフェノール 0.001、0.01、0.1μM、(=0.206、2.06、

20.6μg/L)の濃度(設定濃度)にGosner stage32の朝 8:00～10:00から 24時間ばく露したウ

シガエル (Rana catesbeiana)幼生への影響が検討されている。その結果として、

0.001μM(=0.206μg/L)以上のばく露区で性分化が認められた個体率、雄個体率、雌個体率

の高値が認められた。 
また、4-tert-オクチルフェノール 0.001、0.01、0.1μM、(=0.206、2.06、20.6μg/L)の

濃度(設定濃度)にGosner stage33の朝 8:00～10:00から 24時間ばく露したウシガエル(R. 
catesbeiana)幼生への影響が検討されている。その結果として、0.001μM(=0.206μg/L)以
上のばく露区で性分化が認められた個体率、雄個体率の高値が認められた。 
また、4-tert-オクチルフェノール 0.001、0.01、0.1μM、(=0.206、2.06、20.6μg/L)の

濃度(設定濃度)にGosner stage33の朝 8:00～10:00から 24時間ばく露したウシガエル(R. 
catesbeiana)幼生への影響が検討されている。その結果として、0.001μM(=0.206μg/L)以
上のばく露区で性分化が認められた個体率、雄個体率の高値、0.1μM(=20.6μg/L)のばく露

区で雄及び未分化生殖腺中 SF-1 発現量の高値が認められた。 
この報告については、「報告結果(Results)を検証するために必要である『材料と方法

(Materials and Methods)』に関する記載の有無及びその評価」においては、被験物質の

純度の記載がないことから、一部記載が不十分であると評価された。「内分泌かく乱作用

との関連の有無」においては、性分化が認められた個体率、雄個体率、雌個体率、雄及び

未分化生殖腺中 SF-1 発現量の高値が認められたことから、内分泌かく乱作用との関連性
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が認められると評価された。「内分泌かく乱作用に関する試験対象物質として選定する根

拠としての評価」においては、試験対象物質として選定する根拠として認められると評価

された。 
想定されるメカニズム：エストロゲン様作用、視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用 

③Porter ら(2011)によって 4-tert-オクチルフェノール 1.2±0.5、3.5±0.7、10±2、36±7μg/L
の濃度(測定濃度)に Nieuwkoop-Faber stage 46 から 31 週間(変態が完了する stage 65 か

ら 25 週間後に相当)ばく露したネッタイツメガエル(Xenopus tropicalis)への影響が検討

されている。その結果として、1.2、36μg/L のばく露区で雄精巣の組織病理学的異常所見

発生率(多巣変性生殖細胞壊変)の高値、10μg/L のばく露区で雄精巣中精子濃度、表現型雌

性比の高値、36μg/L のばく露区で累積生存率の低値、卵管出現雄の卵管重量の高値が認

められた。 
この報告については、「報告結果(Results)を検証するために必要である『材料と方法

(Materials and Methods)』に関する記載の有無及びその評価」においては、被験物質の

純度の記載がないことから、一部記載が不十分であると評価された。「内分泌かく乱作用

との関連の有無」においては、卵管出現雄の卵管重量の高値が認められたことから、内分

泌かく乱作用との関連性が認められると評価された。「内分泌かく乱作用に関する試験対

象物質として選定する根拠としての評価」においては、試験対象物質として選定する根拠

として認められると評価された。 
想定されるメカニズム：エストロゲン様作用 

 

○試験対象物質として選定する根拠として認められない報告 
④Kloas ら(1999)によって 4-オクチルフェノール(Sigma-Aldrich、CAS#記載なし) 0.01、

0.1μM(=2.06、20.6μg/L)の濃度(設定濃度)に Nieuwkoop-Faber stage 38/40 から 12 週間

ばく露したアフリカツメガエル(Xenopus laevis)への影響が検討されている。その結果と

して、0.01μM(=2.06μg/L)以上のばく露区で雄性比の低値が認められた。 
この報告については、「報告結果(Results)を検証するために必要である『材料と方法

(Materials and Methods)』に関する記載の有無及びその評価」においては、被験物質の

純度及び試験方法(餌の種類等)の詳細な記載がないことから、記載が不十分であると評価

された。「内分泌かく乱作用に関する試験対象物質として選定する根拠としての評価」に

おいては、試験対象物質として選定する根拠として認められないと評価された。 
想定されるメカニズム：エストロゲン様作用 

 
※参考 生態影響(両生類)(今回評価対象としなかった文献) 
② Crump ら (2002) に よって 4- オクチルフェノール (Aldrich 、 CAS# 記載なし ) 

0.001μM(=0.206μg/L)の濃度(設定濃度)にGosner stage 21から 10日間ばく露したヒョウ

ガエル(Rana pipiens)への影響が検討されている。その結果として、視床下部中 BA12 
mRNA 相対発現量の低値、間脳中 NAP4 mRNA 相対発現量の高値が認められた。 

⑤Selcer と Verbanic (2014)によって 4-オクチルフェノール(Chem Service、CAS#記載なし) 
1,000μg/L の濃度(設定濃度)に 20 日間ばく露した成熟雄ヒョウガエル(Rana pipiens)への

影響が検討されているが、血漿中ビテロゲニン濃度には影響が認められなかった。 
 

※参考 (３)生態影響(甲殻類)(今回評価対象としなかった文献) 
①Marcial ら(2003)によって、4-tert-オクチルフェノール 0.01、0.1、１、10μg/L の濃度(設

定濃度)に 24 時間未満齢から 21 日間ばく露したシオダマリミジンコ属の一種(Tigriopus 
japonicus)F0 への影響が検討されている。その結果として、0.1、１μg/L の濃度でコペポ

ダイト幼生に至るまでの所要日数の遅延、１μg/L の濃度で総産卵数の高値が認められた。 
また更に、4-tert-オクチルフェノール 0.01、0.1、１、10μg/L の濃度(設定濃度)に誕生(上

記 F0が出産)から 21 日間ばく露したシオダマリミジンコ属の一種(T. japonicus)F1への影

響が検討されている。その結果として、0.01、0.1、1.0μg/L の濃度でコペポダイト幼生に

至るまでの所要日数の遅延、１μg/L 以上の濃度で卵嚢形成に至るまでの所要日数の遅延

が認められた。 
②Isidori ら(2006)によって 4-tert-オクチルフェノール(公比２倍で７ばく露区設定)に 24 時

間未満齢から７日間ばく露したニセネコゼミジンコ(Ceriodaphnia dubia)への影響が検討
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されている。その結果として、EC50値 10μg/L の濃度で総産仔数の低値が認められた。 
③ZouとFingerman (1997)によって4-オクチルフェノール(Sigma、CAS#記載なし)10、20、

40μg/L の濃度(設定濃度)に１令幼生(初脱皮 12 時間後)から４令幼生に至るまで約５日間

ばく露したオオミジンコ(Daphnia magna)への影響が検討されているが、4 令幼生に至る

までの所要日数には影響が認められなかった。 
 
※参考 (４)生態影響(軟体動物等)(今回評価対象としなかった文献) 
①Oehlmann ら(2000)によって 4-オクチルフェノール(Merck、CAS#記載なし)１、５、25、

100μg/L の濃度(設定濃度)に最長５ヶ月間ばく露した成熟アンモナイトスネール(Marisa 
cornuarietis)への影響が検討されている。その結果として、１μg/L 以上のばく露区で累積

死亡率の高値、５μg/L 以上のばく露区で累積産卵数、累積産卵容積の高値が認められた。 
また、4-オクチルフェノール(Merck、CAS#記載なし)１、100μg/L の濃度(設定濃度)に

孵化後から最長 12 ヶ月間ばく露したアンモナイトスネール(M. cornuarietis)への影響が

検討されている。その結果として、１μg/L 以上のばく露区で累積産卵数、累積産卵容積

の高値が認められた。 
また、4-オクチルフェノール(Merck、CAS#記載なし)１、25、100μg/L の濃度(設定濃

度)に成熟期から最長３ヶ月間ばく露したヨーロッパチヂミボラ(Nucella lapillus)への影

響が検討されている。その結果として、１μg/L 以上のばく露区で陰茎長、前立腺長の低

値、卵管に卵母細胞をもつ雌の個体率、卵殻腺(capsule gland)長、卵管外套腺(pallial 
gland)重量の高値が認められた。 

②Jobling ら(2004)によって 4-tert-オクチルフェノール１、５、25、100μg/L の濃度(設定濃

度)に最長 63 日間ばく露した成熟コモチカワツボ(Potamopyrgus antipodarum)への影響

が検討されている。その結果として、525μg/L のばく露区で胚産生数の高値(21 日目)、５、

25μg/L のばく露区で胚産生数の高値(63 日目)が認められた。 
 
(５)エストロゲン作用 

○試験対象物質として選定する根拠として認められる報告 
①Ghisari と Bonefeld-Jorgensen (2005)によって、4-オクチルフェノール(Aldrich、CAS#
記載なし) 0.01、0.1、１、10μM(=2.06、20.6、206、2,060μg/L)の濃度に６日間ばく露し

たラット下垂体腫瘍細胞 GH3(甲状腺ホルモン応答性)による細胞増殖試験(T-Screen 
assay)が検討されている。その結果として、１μM(=206μg/L)の濃度で細胞濃度の高値が

認められた(10μM では細胞毒性が認められた濃度範囲に相当し、低値)。なお、この細胞

増殖活性は、エストロゲン受容体アンタゴニスト ICI 18-2780 1nM 共存下で阻害された。 
この報告については、「報告結果(Results)を検証するために必要である『材料と方法

(Materials and Methods)』に関する記載の有無及びその評価」においては、被験物質の

純度の記載がないこと及び異性体の区別がつかないことから、一部記載が不十分であると

評価された。「内分泌かく乱作用との関連の有無」においては、細胞増殖活性が、エスト

ロゲン受容体アンタゴニスト ICI 18-2780 共存下で阻害されたが認められたことから、

内分泌かく乱作用との関連性が認められると評価された。「内分泌かく乱作用に関する試

験対象物質として選定する根拠としての評価」においては、試験対象物質として選定する

根拠として認められると評価された。 
 
(６)アンドロゲン作用 

○試験対象物質として選定する根拠として認められない報告 
①Xu ら(2005)によって、4-オクチルフェノール(Sigma、CAS#記載なし) 0.1、１、10μM(=20.6、

206、2,060μg/L)の濃度に 24 時間ばく露したアフリカミドリザル腎臓細胞 CV-1(ヒトアン

ドロゲン受容体を発現)によるレポーターアッセイ(アンドロゲン応答配列をもつレポータ

ー遺伝子導入細胞を用いたクロラムフェニコールトランスフェラーゼ蛋白質発現誘導)が
検討されているが、クロラムフェニコールトランスフェラーゼ蛋白質発現誘導は認められ

なかった。 
この報告については、「報告結果(Results)を検証するために必要である『材料と方法

(Materials and Methods)』に関する記載の有無及びその評価」においては、十分に記載

されていると評価された。内分泌かく乱作用との関連の有無」においては、クロラムフェ
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ニコールトランスフェラーゼ蛋白質発現誘導は認められなかったことから、内分泌かく乱

作用との関連性は認められないと評価された。「内分泌かく乱作用に関する試験対象物質

として選定する根拠としての評価」においては、試験対象物質として選定する根拠として

認められないと評価された。  
 
(７)抗アンドロゲン作用 

○試験対象物質として選定する根拠として認められる報告 
①Xu ら(2005)によって、4-オクチルフェノール(Sigma、CAS#記載なし) 0.1、１、10μM(=20.6、

206、2,060μg/L)の濃度に 24 時間ばく露(5α-ジヒドロテストステロン 1nM 共存下)したア

フリカミドリザル腎臓細胞 CV-1(ヒトアンドロゲン受容体を発現)によるレポーターアッ

セイ(アンドロゲン応答配列をもつレポーター遺伝子導入細胞を用いたクロラムフェニコ

ールトランスフェラーゼ蛋白質発現誘導 )が検討されている。その結果として、

10μM(=2,060μg/L)の濃度でクロラムフェニコールトランスフェラーゼ蛋白質発現誘導に

対する阻害が認められた。 
この報告については、「報告結果(Results)を検証するために必要である『材料と方法

(Materials and Methods)』に関する記載の有無及びその評価」においては、十分に記載

されていると評価された。「内分泌かく乱作用との関連の有無」においては、クロラムフ

ェニコールトランスフェラーゼ蛋白質発現誘導に対する阻害が認められたことから、内分

泌かく乱作用との関連性が認められると評価された。「内分泌かく乱作用に関する試験対

象物質として選定する根拠としての評価」においては、試験対象物質として選定する根拠

として認められると評価された。 
 
(８)抗甲状腺ホルモン作用 

○試験対象物質として選定する根拠として認められる報告 
①Ishihara ら(2003)によって、4-tert-オクチルフェノール８μM(=1,650μg/L)の濃度でニホ

ンウズラ血清由来精製トランスサイレチンを用いた結合阻害試験が検討されている。その

結果として、トリヨードサイロニン 0.1nM に対する結合阻害が認められた。 
なお、4-tert-オクチルフェノール１μM(=206μg/L)の濃度で由来甲状腺ホルモン受容体 β

リガンド結合ドメインを用いた結合阻害試験が検討されているが、トリヨードサイロニン

0.1nM に対する結合阻害は認められなかった。 
この報告については、「報告結果(Results)を検証するために必要である『材料と方法

(Materials and Methods)』に関する記載の有無及びその評価」においては、試験方法(試
験動物の性別、飼育条件)の詳細な記載がないことから、一部記載が不十分であると評価

された。「内分泌かく乱作用との関連の有無」においては、トリヨードサイロニンに対す

る結合阻害が認められたことから、内分泌かく乱作用との関連性が認められると評価され

た。「内分泌かく乱作用に関する試験対象物質として選定する根拠としての評価」におい

ては、試験対象物質として選定する根拠として認められると評価された。 
 

○内分泌かく乱作用との関連性が不明であるため、評価ができない報告 
②Ghisari と Bonefeld-Jorgensen (2005)によって、4-オクチルフェノール(Aldrich、CAS#
記載なし) 0.01、0.1、１、10μM(=2.06、20.6、206、2,060μg/L)の濃度に６時間ばく露(0.5nM
トリヨードサイロニン共存下)したラット下垂体腫瘍細胞 GH3(甲状腺ホルモン応答性)に
よ る 細 胞 増 殖 試 験 (T-Screen assay) が 検 討 さ れ て い る 。 そ の 結 果 と し て 、

10μM(=2,060μg/L)の濃度で細胞濃度の低値が認められた(ただし、細胞毒性が認められる

濃度範囲に相当)。 
この報告については、「報告結果(Results)を検証するために必要である『材料と方法

(Materials and Methods)』に関する記載の有無及びその評価」においては、被験物質の

純度の記載がないこと及び異性体の区別がつかないことから、一部記載が不十分であると

評価された。内分泌かく乱作用との関連の有無」においては、細胞濃度の低値が認められ

たが、内分泌かく乱作用との関連性は不明と評価された。「内分泌かく乱作用に関する試

験対象物質として選定する根拠としての評価」においては、内分泌かく乱作用との関連性

が不明であるため、評価ができないとされた。 
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(９)ステロイド産生への影響 
○試験対象物質として選定する根拠として認められる報告 
①Kotula-Balak ら(2011)によって、4-tert-オクチルフェノール 0.01、0.1、１、10、

100μM(=2.06、20.6、206、2,060、20,600μg/L)の濃度に３時間ばく露したマウスライデ

ィッヒ腫瘍細胞 MA-10 への影響が検討されている。その結果として、0.1μM(=20.6μg/L)
以上の濃度で 3β-ヒドロキシステロイドデヒドロゲナーゼ相対発現量、アンドロゲン受容

体相対発現量の低値、１μM(=206μg/L)以上の濃度でプロゲステロン相対分泌量の低値が

認められた。 
想定される作用メカニズム：抗アンドロゲン作用 

この報告については、「報告結果(Results)を検証するために必要である『材料と方法

(Materials and Methods)』に関する記載の有無及びその評価」においては、被験物質の

純度の記載がないことから、一部記載が不十分であると評価された。「内分泌かく乱作用

との関連の有無」においては、3β-ヒドロキシステロイドデヒドロゲナーゼ相対発現量、

アンドロゲン受容体相対発現量の低値が認められたことから、内分泌かく乱作用との関連

性が認められると評価された。「内分泌かく乱作用に関する試験対象物質として選定する

根拠としての評価」においては、試験対象物質として選定する根拠として認められると評

価された。 
②Murono ら(2001)によって、4-tert-オクチルフェノール 0.001、0.01、0.1、0.5、２μM(=0.206、

2.06、20.6、103、412μg/L)の濃度に 24 時間ばく露(ヒト絨毛性ゴナドトロピン 10mIU/mL
共存下で培養後、各基質を添加し更に４時間培養)したラットライディッヒ細胞(55 から 65
日齢 SD ラット精巣由来)への影響が検討されている。その結果として、0.1μM(=20.6μg/L)
以上の濃度でテストステロン産生量(プレグネノロン１μM を基質とする)の低値、

0.5μM(=103μg/L)以上の濃度でテストステロン産生量(22R-ヒドロキシコレステロール１

μM を基質とする)、テストステロン産生量(プロゲステロン１μM を基質とする)の低値が

認められた。なお、テストステロン産生量(アンドロステンジオン１μM を基質とする)に
は影響は認めれらなかった。 
また、4-tert-オクチルフェノール 0.001、0.01、0.1、0.5、２μM(=0.206、2.06、20.6、

103、412μg/L)の濃度に 24 時間ばく露したラットライディッヒ細胞(55 から 65 日齢 SD
ラット精巣由来)への影響が検討されている。その結果として、0.5μM(=103μg/L)以上の濃

度でテストステロン産生量(基底状態)の低値が認められた。なお、テストステロン産生量

(ヒト絨毛性ゴナドトロピン 10mIU/mL 共存下)には影響は認めれらなかった。 
この報告については、「報告結果(Results)を検証するために必要である『材料と方法

(Materials and Methods)』に関する記載の有無及びその評価」においては、被験物質の

純度の記載がないことから、一部記載が不十分であると評価された。「内分泌かく乱作用

との関連の有無」においては、3β-テストステロン産生量の低値が認められたことから、

内分泌かく乱作用との関連性が認められると評価された。「内分泌かく乱作用に関する試

験対象物質として選定する根拠としての評価」においては、試験対象物質として選定する

根拠として認められると評価された。 
想定される作用メカニズム：その他の作用（テストステロン産生系への影響） 

⑤Nikula ら(1999)によって、4-tert-オクチルフェノール 0.1、１、10、100μM(=20.6、206、
2,060、20,600μg/L)の濃度に 48 時間ばく露(前処理として培養後、ヒト絨毛性ゴナドトロ

ピン10mIU/mL共存下で更に３時間培養)したマウスライディッヒ腫瘍細胞mLTC-1への

影響が検討されている。その結果として、１μM(=206μg/L)以上の濃度でプロゲステロン

産生量、c-AMP 産生量の低値が認められた。 
この報告については、「報告結果(Results)を検証するために必要である『材料と方法

(Materials and Methods)』に関する記載の有無及びその評価」においては、被験物質の

純度及び試験に使用した細胞の入手先の記載がないことから、一部記載が不十分であると

評価された。「内分泌かく乱作用との関連の有無」においては、プロゲステロン産生量、

c-AMP 産生量の低値が認められたことから、内分泌かく乱作用との関連性が認められる

と評価された。「内分泌かく乱作用に関する試験対象物質として選定する根拠としての評

価」においては、試験対象物質として選定する根拠として認められると評価された。 
想定される作用メカニズム：抗プロゲステロン作用 
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※参考 ステロイド産生への影響(今回評価対象としなかった文献) 
③Murono ら(2000)によって、4-tert-オクチルフェノール 0.001、0.01、0.1、0.5、２μM(=0.206、

2.06、20.6、103、412μg/L)の濃度に 24 時間ばく露(ヒト絨毛性ゴナドトロピン 10mIU/mL
共存下で培養後、各基質を添加し更に４時間培養)したラットライディッヒ細胞(23 日齢

SD ラット精巣由来)への影響が検討されている。その結果として、0.1μM(=20.6μg/L)以上

の濃度でテストステロン産生量 (プレグネノロン１μM を基質とする )の低値、

0.5μM(=103μg/L)以上の濃度でテストステロン産生量(22R-ヒドロキシコレステロール１

μM を基質とする)、テストステロン産生量(プロゲステロン１μM を基質とする)の低値が

認められた。なお、テストステロン産生量(アンドロステンジオン１μM を基質とする)に
は影響は認めれらなかった。 
また、4-tert-オクチルフェノール 0.001、0.01、0.1、0.5、２μM(=0.206、2.06、20.6、

103、412μg/L)の濃度に 24 時間ばく露したラットライディッヒ細胞(23 日齢 SD ラット精

巣由来)への影響が検討されている。その結果として、0.1μM(=20.6μg/L)以上の濃度でテ

ストステロン産生量(8-ブロモ-cAMP 1mIU/mL 共存下)の低値、0.5μM(=103μg/L)以上の

濃度でテストステロン産生量(ヒト絨毛性ゴナドトロピン 10mIU/mL 共存下)の低値が認

められた。 
④Murono ら(1999)によって、4-tert-オクチルフェノール 0.001、0.01、0.1、0.5、２μM(=0.206、

2.06、20.6、103、412μg/L)の濃度に 24 時間ばく露したラットライディッヒ細胞(１から

３日齢 SD ラット精巣由来 )への影響が検討されている。その結果として、

0.5μM(=103μg/L)以上の濃度でテストステロン産生量(8-ブロモ-cAMP 1mIU/mL 共存下)
の低値、２μM(=412μg/L)の濃度でテストステロン産生量(ヒト絨毛性ゴナドトロピン

10mIU/mL 共存下)の低値が認められた(ただし、0.001 及び 0.01μM の濃度では高値)。 
また、4-tert-オクチルフェノール 0.001、0.01、0.1、0.5、２μM(=0.206、2.06、20.6、

103、412μg/L)の濃度に 24 時間ばく露(ヒト絨毛性ゴナドトロピン 10mIU/mL 共存下で培

養後、プレグネノロン、22R-ヒドロキシコレステロール、プロゲステロン、アンドロステ

ンジオンのいずれか１μM を基質として添加し更に４時間培養)したラットライディッヒ

細胞(１から３日齢 SD ラット精巣由来)への影響が検討されているが、テストステロン産

生量には影響は認めれらなかった。  
 

※参考 (10)免疫系への影響(今回評価対象としなかった文献) 
①Lee ら(2004)によって、4-tert-オクチルフェノール 0.01、0.1、１、５、10μM(=20.6、206、

1,030、2,060μg/L)の濃度に４時間ばく露したマウスリンパ節細胞への影響が検討されて

いる。その結果として、0.1μM(=20.6μg/L)以上の濃度でキーホールリンペットヘモシアニ

ン誘導性インターロイキン-４分泌量の高値が認められた。 
また、4-tert-オクチルフェノール 0.01、0.1、１、５、10μM(=20.6、206、1,030、2,060μg/L)

の濃度に２時間ばく露したマウス胸腺腫細胞 EL4 への影響が検討されている。その結果

として、１、５μM(=206、1,030μg/L)の濃度で PMA(ホルボールエステル類の一種)誘導性

インターロイキン-４分泌量の高値が認められた。 
②Iwata ら(2004)によって、4-tert-オクチルフェノール 10μM(=2,060μg/L)の濃度に５時間

ばく露した DKO マウス脾臓細胞への影響が検討されているが、インターフェロン-γ-産生

細胞率、インターロイキン-４産生細胞率には影響は認められなかった。 
 

※参考 (11)副腎皮質細胞への影響(今回評価対象としなかった文献) 
①Nakajin ら(2001)によって、4-tert-オクチルフェノール 1.3、2.3、4.8、13、23、48μM(=260、

600、1,000、2,600、6,000、10,000μg/L)の濃度に 48 時間ばく露(ジブチリル c-AMP 1mM
共存下)したヒト副腎皮質細胞 H295R への影響が検討されている。その結果として、

1.3μM(=260μg/L)以上の濃度でコルチゾール産生量の低値が認められた。 
 

※参考 (12)線維芽細胞への影響(今回評価対象としなかった文献) 
①Masuno ら(2003)によって、4-tert-オクチルフェノール 10,000μg/L の濃度に８日間ばく

露したマウス線維芽細胞 3T3-L1 への影響が検討されている。その結果として、リポ蛋白

質リパーゼ活性(DNA 重量当)、トリアシルグリセロール産生量(DNA 重量当)の低値、DNA
量の高値が認められた。  
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２．総合的判断(案) 

得られた報告について信頼性評価を実施した結果として、内分泌かく乱作用に関する試験

対象物質として選定する根拠として認められると評価された報告が得られた。 
試験対象物質として選定する根拠として認められると評価された報告から、動物試験の報

告において、エストロゲン様作用、視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用を示すこと、試験

管内試験の報告において、エストロゲン作用、抗アンドロゲン作用、抗甲状腺ホルモン作用、

ステロイド産生系への作用、抗プロゲステロン作用を示すことが示唆された。 
なお、信頼性評価のまとめと今後の対応案について表 13 に示した。 
 

表 13 信頼性評価のまとめ 
物質名：4-tert-オクチルフェノール 
区分 著者 作業班会議における信頼性評価結果 

報告結果 (Results)を証

するために必要である

『材料と方法(Materials 
and Methods)』に関する

記載の有無及びその評

価 1) 

内 分 泌 か

く 乱 作 用

と の 関 連

の有無 2) 

内分泌かく乱

作用に関する

試験対象物質

として選定す

る根拠として

の評価 3) 
(1)生態影

響(魚類) 
 ①Ashfieldら(1998)評

価未実施 
   

 ②Knorr と

Braunbeck (2002)評
価未実施 

   

エストロゲン様作用 ③Huang と Wang 
(2001) 

△ ○P ○ 

 ④Rasmussen ら

(2005) 
評価未実施 

   

 ⑤Scholz と Gutzeit 
(2001) 

△ ○N × 

一般的な毒性と区別

がつかない 
⑥Gray ら(1999) 

△ ？ ― 

エストロゲン様作用 ⑦Seki ら(2003) ○ ○P ○ 
エストロゲン様作用 ⑧Li ら(2012) △ ○P ○ 
エストロゲン様作用 ⑨Gronen ら(1999) ○ ○P ○ 
 ⑩Andreassen ら

(2005) 
評価未実施 

   

 ⑪van den Belt ら
(2001) 
評価未実施 

   

 ⑫Robinson ら(2004)
評価未実施 

   

 ⑬Segner ら(2003)評
価未実施 

   

エストロゲン様作用 ⑭van den Belt ら
(2003) 

△ ○P ○ 

エストロゲン様作用 ⑮Nozaka ら(2004) ○ ○P ○ 
 ⑯Toft と Baatrup 

(2003) 
評価未実施 
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区分 著者 作業班会議における信頼性評価結果 
報告結果 (Results)を証

するために必要である

『材料と方法(Materials 
and Methods)』に関する

記載の有無及びその評

価 1) 

内 分 泌 か

く 乱 作 用

と の 関 連

の有無 2) 

内分泌かく乱

作用に関する

試験対象物質

として選定す

る根拠として

の評価 3) 
 ⑰Toft と Baatrup 

(2001)評価未実施 
   

 ⑱Bayley ら(1999)評
価未実施 

   

 ⑲Senthil Kumaran
ら(2011) 
評価未実施 

   

 ⑳Rhee ら(2009) 
評価未実施 

   

 ㉑Yu ら(2008) 
評価未実施 

   

 ㉒Rhee ら(2008) 
評価未実施 

   

 ㉓Lee ら(2006) 
評価未実施 

   

 ㉔Gray と Metcalfe 
(1999) 
評価未実施 

   

(2)生態影

響(両生

類) 

エストロゲン様作

用、視床下部―下垂

体―生殖腺軸への作

用 

①Mayer ら(2003) 

△ ○P ○ 

 ②Crump ら(2002) 
評価未実施 

   

エストロゲン様作用 ③Porter ら(2011) △ ○P ○ 
エストロゲン様作用 ④Kloas ら(1999) × － × 
 ⑤Selcer と Verbanic 

(2014) 
評価未実施 

   

(3)生態影

響(甲殻

類) 

 ①Marcial ら(2003) 
評価未実施 

   

 ②Isidori ら(2006) 
評価未実施 

   

 ③Zou と Fingerman 
(1997) 
評価未実施 

   

(4)生態影

響(軟体動

物等) 

 ①Oehlmann ら

(2000) 
評価未実施 

   

 ②Jobling ら(2004) 
評価未実施 

   

(5)エストロゲン作用 ①Ghisari と
Bonefeld-Jorgensen 
(2005) 

△ ○P ○ 

(6)アンドロゲン作用 ①Xu ら(2005) ○ ○N × 



 18

区分 著者 作業班会議における信頼性評価結果 
報告結果 (Results)を証

するために必要である

『材料と方法(Materials 
and Methods)』に関する

記載の有無及びその評

価 1) 

内 分 泌 か

く 乱 作 用

と の 関 連

の有無 2) 

内分泌かく乱

作用に関する

試験対象物質

として選定す

る根拠として

の評価 3) 
(7)抗アンドロゲン作用 ①Xu ら(2005) ○ ○P ○ 
(8)抗甲状腺ホルモン作用 ①Ishihara ら(2003) △ ○P ○ 

②Ghisari と
Bonefeld-Jorgensen 
(2005) 

△ ？ ― 

(9)ステロ

イド産生

への影響 

抗アンドロゲン作用 ①Kotula-Balak ら

(2011) 
△ ○P ○ 

その他の作用（テス

トステロン産生系へ

の影響） 

②Murono ら(2001) 
△ ○P ○ 

 ③Murono ら(2000) 
評価未実施 

   

 ④Murono ら(1999) 
評価未実施 

   

抗プロゲステロン作

用 
⑤Nikula ら(1999) 

△ ○P ○ 

(10)免疫

系への影

響 

 ①Lee ら(2004) 
評価未実施 

   

 ②Iwata ら(2004) 
評価未実施 

   

(11)副腎

皮質細胞

への影響 

 ①Nakajin ら(2001) 
評価未実施    

(12)線維

芽細胞へ

の影響 

 ①Masuno ら(2003) 
評価未実施    

今後の対応案 動物試験の報告において、エストロゲン様作用、視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用を示

すこと、試験管内試験の報告において、エストロゲン作用、抗アンドロゲン作用、抗甲状腺

ホルモン作用、ステロイド産生系への作用、抗プロゲステロン作用を示すことが示唆された

ため内分泌かく乱作用に関する試験対象物質となり得る。 
1)○：十分に記載されている、△：一部記載が不十分である、×：記載が不十分である、―：評価を行わない 
2)○：内分泌かく乱作用との関連性が認められる(P：作用が認められる、N：作用が認められない)、？：内分

泌かく乱作用との関連性は不明、×：内分泌かく乱作用との関連性が認められない、―：評価を行わない 
3)○：試験対象物質として選定する根拠として認められる、×：試験対象物質として選定する根拠として認め

られない、―：内分泌かく乱作用との関連性が不明であるため、評価ができない 
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